
取組３ 地域資源の活用 
～地域の方とふれあい，つながり，かなえる授業づくり～ 
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Introduction |  小学部「ぼくも わたしも 名人さん」 
        （体育・生活） 
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（小３児童 体育グループ） 
 初めての人や場に慣れるまでに
時間がかかる。緊張からか「イ
ヤ」と拒否を周囲に伝え，心身共
に固くなる姿がしばしば見られる。 

ךּ︡  

（学習後の様子） 
 単元後半は，日替わりで初めて会う
学生とも，笑顔で様々なスポーツを楽
しめるようになった。学生とのかかわ
りを自ら求める姿も見られるように
なった。 

対人面の行動
の変化 
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小学部「音楽会をしよう」（音楽） Ｆ K 

Model |  

Keyword  地域のニーズ 近隣施設との交流 
（黒髪しょうぶ苑） 

中学部「バスで地域に出かけよう」（総合的な学習の時間） T K 

Keyword  産交バスとの協働 居住地近辺の公共施設 
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（中１時） 
支援者ミーティングの３年後の目標 
「自力通学ができる」  
→単元後から，保護者と乗車練習を開始  

（現在） 
保護者の協力もあり，バスでの
自力通学が定着した。更にコン
ビニでバスカードのチャージの
手続き，支払い方を練習中。  
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自信の表れ，声量増 
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（学習後の様子） 

 以前よりも人前に出る際に，表情
に自信が見られてきた。発表時，歌
唱時の声量が大きくなった。 

   Ễ  
 遊びの時は大きな声がでる
が，人前での発表や歌唱時は
声が小さくなる。 
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中学部「働くってどんなこと」（職業・家庭） T K 

Keyword  課題解決学習 大学（愛work ・生協）との協働 
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（仕事体験〈愛work 〉） 
インタビュー：働くこと＋生活面に 
       ついての話を聞く。 
大学構内での 
    実践：掃除の仕方や道具の 
       使い方などを学ぶ。 

（体験後） 
学校内での愛work の先輩の仕
事の様子を見る姿が増えた。
掃除時の道具の持ち方や掃き
方，周りへの声かけなど，常
に意識して取り組んでいる。  

高等部「親子職業セミナー」（職業） K T 

支援機関との協働 Keyword  

  

  

高等部「地域の人々と交流しよう」 
     （総合的な学習の時間） 

K 

地域のニーズ 課題解決学習 Keyword  
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保護者との共同学習 
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大学や関係機関との連携を通し，本物を見る，触れる，体験できる施設や道具の
活用，講話の機会をきっかけとして，児童生徒が社会に目を向け，社会参加を促
すとともに，生活や働くことへの意識が深まった。 

Ｆ K T 

Ϲ ї Ẵ╚
ᴳϹ ᴻ 
   ʜwork ֹ  
−ӣ ֹ  
Ḏ ͅ 

ᶏ    

ṕH30 Ṗ  

黒髪幼愛園  

黒髪しょうぶ苑  

リデルライト  

黒髪４町内自治会 

本校 
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大学や地域，関係機関の方が児童生徒とのふれあいを通し，本校の取組を発
信して頂いたことをきっかけに，他の教育活動への広がりや連携，ショップ
＆カフェSUZUKAKE，すずかけ祭りなど行事ごとへの参加につながった。 
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ךּ ṇ  

地域資源の活用について本校職員（24人）にアンケート調査を行った。 
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くまもと障がい者ワーク・ラ
イフサポートセンター縁の原
田文子様（７月30日実施） 
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